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グローバル化の進展、国際競争の一層の激化等の中、様々な分野で主体的

に活躍できるグローバル人材の育成が重要であり、その基盤となる英語力を

子どもたちにしっかりと身に付けさせることが求められています。

岡山県教育委員会では、平成29年度から、岡山県学力・学習状況調査に英

語を導入しました。中学２年生（岡山市を除く。）を対象に「聞く・読む・

書く」の３技能についての定着状況を把握するとともに、課題を明確にし、

その結果を基に授業改善を進めることとしております。

また、積極的な英語でのコミュニケーション能力の育成に向け、モデル校

において、「話す」技能も測定できる調査 GTEC【Core】を実施し、

授業改善に向けた研究も行っております。

本指導資料では、上記の調査結果・分析を基に、県内に

おける中学生の英語力についての課題や指導のポイント等

を新学習指導要領の内容も踏まえて示しています。生徒に

４技能をバランスよく身に付けさせる授業を作り上げてい

くために御活用ください。 うらっち ももっち
岡山県マスコット



各学校において、「学習到達目標」がCAN-DOリストの
形で技能ごとに設定されており、４技能をバランスよく育
成するとともに、それらの技能を実際のコミュニケーショ
ンで活用できるよう、４技能を統合した授業を行う必要が
あります。

次ページより、技能別の指導のポイントをまとめていま
すが、それぞれの技能を単独で身に付けさせるのではなく、
他技能と関連付けた指導を行い、さらなる英語力向上を図
りましょう。

Writing

Reading

Speaking

Listening

② ４技能を統合した授業を行いましょう

Ⅰ. ４技能共通の指導のポイント

生徒が伝えたいことの幅を広げ、表現力を高めるため、語彙や熟語を増やし、文法
事項を確実に身に付けさせましょう。

授業で

確認・表現

語彙や熟語
の練習

定期的な
小テスト

語彙や熟語を身に付けさせるためには、音と文字の一致が
不可欠です。しっかり聞かせ、発音練習を行い、書くことに
つなげましょう。

また、新出文型を用いて自己表現（話す、書く）するため
の時間を確保しましょう。

家庭学習においても語彙や熟語が身に付くよう、課題の出
し方を工夫しましょう。

（例） 単語練習ノートを提出させる

過去に学習した語や文法も取り入れると、復習になるだけ
でなく、生徒に「できた!」と身に付いたことを実感させやす
くなります。

① 豊かな表現方法を身に付けさせましょう

４技能を指導する上で、語彙や文法事項を確実に身に付けさ

せ、表現方法を豊かにさせる必要があります。その後、それぞ
れの技能において活用させましょう。

⇒ ４技能（５領域）別の指導のポイントは P.３～P.1３ 参照

語彙や熟語、文法事項を身に付けさせる
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Ⅱ. ４技能（５領域）別の指導のポイント

① Listening
Listeningでは、正確な聞き取りだけでなく、全体の概要をつかむ力や

必要な情報を聞き分ける力が求められます。

まずは教科書の本文をCDで聞かせるなど、生徒の身近にある音源を使用しましょう。
その後、日常的な話題について必要な情報を聞き取ったり、話の概要を捉えたりすること
ができる力を身に付けさせましょう。メモを取りながら聞くことを生徒に示すことも大切
です。

概要や要点等を聞き取らせる

教科書

本文を聞く

日常的な

話題を聞く

新しいページに入るときは、内容に関する簡単な問いを設定し、その答
えを意識して聞かせるなど、まとまりのある英文を聞く機会を設定しま
しょう。本文を見ながら聞くことも重要です。

必要な情報を聞き取ることができる力を身に付けさせましょう。

（例）待ち合わせの場所、天気予報、店内・機内アナウンス等

話の概要を捉えることができる力を身に付けさせましょう。

（例）最も思い出に残っている学校行事、ALTの故郷等

短い説明を聞き、要点を捉えることができる力を身に付けさせましょう。

（例）「地球温暖化の防止」をテーマとした講演など

社会的な

話題を聞く

調査結果を
基にした

指導改善の
ポイント

Point 1 : ALT等との対話の時間を大切にしましょう！

GTECの調査では、基本的な語句を聞き分ける力に課題があることが分
かりました。ネイティブの発音に触れる活動を増やすことで、更なる定着
が図られると考えられます。授業外にもALTや留学生との交流機会を設け
るなど、英語に触れる機会を増やしましょう。

Point 2：全体の概要をつかむ力や、必要な情報を聞き分ける力を
身に付けさせましょう！

語句単位での断片的な理解はできていますが、英文全体や文脈で意味を
理解することに課題があります。教科書のセクションごとの聞き取りだけ
でなく、まとまりのある英文を通して聞くような機会を設定しましょう。
また、聞いた後で内容に関する TorF や Q&A を行い、生徒がどれくらい
概要がつかめたか確認することも大切です。

必要な情報を聞き分けるためには、全ての内容を聞き取ろうとするので
はなく、聞く場面や状況から判断し、求められている情報を把握できるこ
とが大切です。そのため、聞く目的を持って活動できるよう、事前に聞く
ポイントを示すことも重要です。
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【 Part A 】 写真・イラスト説明問題（＝基本的な語句を聞き分ける力）
・複数の英文を聞き、その中から写真やイラストと合う英文を選択する問

題で、単文レベルの英文を聞き分けられる力を測定
【 Part B 】 会話応答問題（＝会話応答の力）

・英語での問いかけに対し、複数の応答英文から最も適当なものを選択で
きる力を測定

【 Part C 】 課題解決問題（＝英語での指示を実行する力）
・生徒が現実に体験しうる場面が設定されており、その場面で他人から指

示されたことを正しく理解して実行できる力を測定
【 Part D 】 要点理解問題（＝少し長めの文章を聞く力）

・少し長めの会話や話を聞き、その内容にかかわる問いに答える問題で、
一定以上の長さの英文を正確に聞き取る力を測定

☆ Part A から Part Ｄ まで４分野４種類の問題が出題される。
☆ スクリプトの放送はいずれのパートも１回のみ。

GTEC における Listening の問題【18分】

Point ３：技能を統合した授業を行いましょう！

聞いて理解したことを基に、話す活動や、聞いたことの概要を書きまと
める活動を取り入れ、技能を統合させる授業を行いましょう。

例えば、友達の発表を聞いて、その内容や感想等を英語で記述すること
で、書く活動につながります。さらにそれを発表者に返すことで、発表者
にとっては読む活動にもつながります。

出題例【 Part C 】 課題解決問題

このパートには、ある１つの場面とそれに関する問題が２つあります。状況を説明する日本語に続き、イラストを見な
がら英語の会話文を聞きなさい。あなたは、その場面の日本人学生になったつもりで、質問に対する最も適当な答えを
選択肢【Ａ】～【Ｄ】の中から１つ選びなさい。英文は１回だけ読まれます。

ベネッセコーポレーション GTECトライアルテストより

あなたはアメリカに留学しています。ホストシスターとハロウィーンの準備をしているところです。
まず、あなたから話しかけます。 （注）スクリプトの M = Male「男性」の略 F = Female「女性」の略

A B C D

１. あなたは、どこに
かぼちゃを置くか。

【Ａ】
【Ｂ】
【Ｃ】
【Ｄ】

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

スクリプト

M : Should I put the pumpkin by the door or on
the bench?

F : Well, I’ll put a candle in it, so put it on the
chair by the window. 

M : OK.

２. あなたは、まず何
をするか。

【Ａ】
【Ｂ】
【Ｃ】
【Ｄ】

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

M : Let’s wear clothes for Halloween.
F : Yes, but before that, please put some candy in 

the bags for children. I’ll help my mother cook. 
M : Sure.

スクリプト
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② Speaking【やり取り】【発表】

Speakingでは、身に付けた語彙や文法を活用して、相手と【やり取り】

したり、【発表】したりする力が求められます。まずは教科書本文を繰り
返し丁寧に扱い、基本的な強勢、イントネーションを正しく身に付けさせ
たり、教科書本文に関するQ＆Aを実施し、その答えを発表することなどを
通し、少しずつ人前で英語で発表することに慣れさせ、実際のやり取りに
おいて活用できるようにしましょう。

また、多くの語句に加え、発話のための表現力も身に付けることが求め
られるため、帯学習などで繰り返し、Speakingのための練習を取り入れましょう。

まずは文法の細かい間違いにとらわれすぎず、自分の伝えたい内容を相手に伝えること
から始め、その後、やり取りを継続・発展させ、内容を深めさせましょう。

週末の予定、よく見るTV番組、スポーツ、音楽等、生徒にとって興味・関心のある話
題を取り上げるなど、話したくなる工夫をすることも大切です。

簡単な語彙や文を用いて、意見や考えをやり取りさせる

メモを

もとに

【やり取り】

即興で

【やり取り】

【やり取り】

の展開

話すための原稿を準備せず、お互いの考えや気持ちなどを伝え合う力を身
に付けさせましょう。

（例）学校行事、TV番組等

自分の考えや気持ちなどをまとめて伝え、その内容に対する質問に応答で
きる力を身に付けさせましょう。

（例）自分や家族のこと、興味のあること等

聞いたり読んだりして得た共通の話題について、お互いに質問したり、考
えや感想、理由などを交換できる力を身に付けさせましょう。

（例）新聞記事やニュース等の文字媒体や音声媒体を活用等

話すことに慣れさせるため、あらかじめテーマを決めて、事前に話す内容
について準備させましょう。

（例）自分の考えや必要な単語などをまとめたメモを準備

Point 1 : 様々な人とやり取りさせましょう！

様々な人とやり取りする中で、語彙や表現方法だけでなく、その人の考
えや興味関心のあることを知ることができ、他者理解にもつながります。
生徒同士での言語活動だけでなく、ALTや英語担当教員との対話も充分取
り入れましょう。

Speaking
【やり取り】

指導改善の
ポイント

実際のコミュニケーションを意識したやり取りを行うためには、関心の
あるテーマを設定し、ある程度限られた時間内にやり取りができるよう練
習させましょう。

また、より自然な会話になるよう、表情を意識し、ジェスチャーや相づ
ち等を用いて、会話を継続させたり発展させたりするよう指導しましょう。

Point 2：実際のコミュニケーションを意識させましょう！

Point ３：技能を統合した授業を行いましょう！

友達とのやり取りの中で得た情報や、考えたこと、気付いたことなどを
記述することで、書く活動にもつながります。
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まずは生徒にとって興味・関心のある話題を取り上げ、即興で自分の意見を短文で表現
させる取組から始め、その後、理由付けをして発表したり、自分の調べた内容や考えなど
をまとめて発表するなど、発表の仕方を広げさせましょう。

簡単な語彙や文を用いて、意見や考えを発表させる

即興で

【発表】

【発表】

の展開

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまり
のある内容として発表する力を身に付けさせましょう。

（留意点）メモを見ながらの即興であれば、流暢さは重視しない

聞いたり読んだりして得た情報について、考えたことや感じたことなどを、
理由付けして発表する力を身に付けさせましょう。

（例）スピーチやプレゼンテーション等

即興で話す力はすぐには身に付かないため、継続的に取り組ませましょう。

（例）生活班内での Show and Tell など

話すことに慣れさせるため、あらかじめテーマを決めて、事前に準備する時
間を取り、伝えたい内容を単語や短文で整理させましょう。

（例）発表内容を整理する補助プリントなど

メモを

もとに

【発表】

Point 1 : 即興で話す力を高めていきましょう！

やり取りとも共通することですが、自分の知っている語彙や文法を使っ
て、即興で話すことに慣れさせることは重要です。その場で感じたことや、
考えたことなどを発信できるよう、ペアワークやグループワークでしっか
り練習させましょう。

Speaking
【発表】

指導改善の
ポイント Point 2：相手に伝えることを意識させましょう！

メモや図表、プレゼンなどを頼りに、自分の考えや感じたこと、その理
由などを発表することは、自分の伝えたい内容を相手に分かりやすく話す
ということです。そのためには、発表の内容だけでなく、順序、展開、構
成などを考える必要があります。また、生徒に発表の手順などを示すこと
も大切です。

Point ３：技能を統合した授業を行いましょう！

発表したことについて、友達から質問を受けることで、聞く活動、さら
には話す活動【やり取り】につながります。

また、発表した内容をさらに調べて書きまとめることで、内容を深める
ことにつながります。
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【 Part A 】 音読問題
・状況や英文を理解した上で、正確な発音で音読できるかどうかを測定

【 Part B 】 質問を聞いて応答する問題
・図示された情報を読み取り、それに関する質問を聞き取った上で、適切

に応答する力があるかどうかを測定
【 Part C 】 ストーリーを英語で話す問題

・話の流れを踏まえて相手に伝わるように状況を説明する力を測定
【 Part D 】 自分の意見を述べる問題

・自分の意見とその意見についての理由を言えているかを測定

☆ Part A から Part D まで4分野４種類の問題が出題される。
☆ Speakingテストは対面形式の実施ではなく、イヤフォンを装着し、

タブレット端末に自分の解答を吹き込み、ネイティブが採点。

GTEC における Speaking の問題【15分程度】

Part Ｄでは、ある質問に対して自分の考えと
そう考える理由を英語で述べてください。

Which is your favorite school subject?  
Choose one and explain why?  

ベネッセコーポレーション GTECサンプル問題より出題例

Part A は全部で６問あります。
あなたは画面に表示されているＢの英文を
音読してください。

Part Ｂ は全部で４問です。
与えられた情報をもとに、質問に対して英語で答えてください。

あなたは映画館に来ています。
画面上の英語の時刻表をもとに、
英語で答えてください。

What time is the last show?
You : .

※実際の問題では質問の英文は
画面に表示されません

（音声のみ）

Part Ｃ は４コマイラストの問題です。
画面に表示された１コマめから４コマめのイラストについ
て、ストーリーを英語で話してください。

画面のイラストは
今朝あなたに起こ
った出来事です。
あなたが登場人物
（＝女の子）にな
ったつもりで、起
こった出来事につ
いて英語で説明し
てください。
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県内における事例紹介①
Speaking【やり取り】の指導

【玉野市全7中学校での取組】

※ 平成26年度に玉野市の英語科教員
が、表現の定着を目的に作成。

※ 授業の始まりに活用し、質問に即興
で答えることに慣れさせる。

※ 全学年の教科書に出てくる質問文が
英文と日本文で掲載されているが、
答えは生徒自身で考えて答える。

※ 下線部を変えることにより、様々な
質問が可能になる。

※ 各校においてアレンジ可能。

【 しゃべプリ007 】

【鏡野町立鏡野中学校の取組】

※ 表現の定着を目的に作成。
※ 授業開始の５分間で使用し、対

話表現を覚えさせる。
※ 単元で学習する新出文法と重要

表現に加え、既習表現も扱う。
※ 質問に対する答え方も示してい

るが、他の表現方法については
授業の中で指導している。

※ 一問一答にならないよう、会話
を発展させるための表現も示し
ている。

※ 生徒は毎時間振り返りをする。

【 すらすら英会話 】

県内における事例紹介②
Speaking【やり取り】の指導

☆ 生徒が活動に慣れてくれば、キーワードのみを示したプリントに変更することで、読
む（見て言う）活動から、話す（考えて表現する）活動にレベルアップすることがで
きます。
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③ Reading
Readingでは、限られた時間内に長文全体の概要を把握する

力や、必要な情報を正確に読み取る力が求められます。

まずは教科書本文を繰り返し丁寧に扱い、概要把握や、必要な情報を読み取る力を身に
付けさせ、音読においては、文の区切りを意識した読みの練習を行いましょう。

また、読むことへの抵抗感を減らすことが必要なため、簡単な語句や文で書かれた生徒
にとって身近な素材を選び、徐々に分量を増やして読み取ることに慣れさせましょう。

情報・概要・要点などを読み取らせる

Point 1 : 教科書以外の文も読ませましょう！

２つの調査から、教科書以外の初見の文や、まとまった量の英文を読む
ことに慣れておらず、概要や要点を読み取ることや、必要な情報を引き出
すなど、読む目的を意識することに課題があると考えられます。読んで理
解できたという自信を持たせることが重要であり、まずは簡単な素材から
始め、次第に分量を増やしていきましょう。

Point 2：読むことに慣れさせましょう！

限られた時間内に文章全体の概要を把握する力も求められるため、時間
を決めて読み取りができるよう指導することも大切です。

Point ３：技能を統合した授業を行いましょう！

読んで理解したことを基に話したり書いたりする活動を行うことが必要
です。例えば、エッセイや物語を読んだ感想などについて発表するなど、
話す活動につなげることもできます。

調査結果を
基にした

指導改善の
ポイント

内
容
理
解

の
深
化

音読
黙読で理解した内容を音読する時には、意味や内容にふさわしい

音声化をさせ、さらなる内容の深化につなげましょう。
（留意点）発音、アクセント、強弱、速さ、声の大きさ、感情等

教科書
本文を読む

日常的な
話題を読む

教科書本文の逐語訳をするのではなく、概要や要点がつかめるよ
うになるための指導を行いましょう。

広告やパンフレット、予定表、電子メール、日常的な話題に関す
る短い説明やエッセイ、物語等、必要な情報を読み取る活動や、概
要を把握できる素材を選びましょう。

社会的な
話題を読む

読
み
取
る
力
の
定
着 社会的な話題に関する英字新聞など、要点を把握できる素材を選

びましょう。イラストや写真、図表などがあると分かりやすくなり
ます。
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【 Part A 】 語彙・語法問題（＝語彙語法の力）
・前後の文脈のつながりを理解し、かつ文法的に、また語彙選択上最も

適当な表現を正確に判断できる力を測定
【 Part B 】 概要把握問題（＝読みの速さ）

・英語の新聞や雑誌の記事を読むことをイメージしながら、短時間で全
体の概要を理解する力を測定

情報検索問題（＝読みの速さ）
・英語の広告や案内などを読むことをイメージしながら、短時間で必要

な情報（知りたい情報）を素早く引き出す力を測定
【 Part C 】 要点理解問題（＝読みの確かさ）

・英語の論説文や物語文などを読むことをイメージしながら、まとまっ
た量の英文に対して、英文の主旨に関する内容や詳細部分の要点につ
いて、英文を理解し、必要な情報を読み取る力を測定

☆ Part A から Part C まで３分野４種類の問題が出題される。

GTEC における Reading の問題【32分】

ベネッセコーポレーション GTECサンプル問題より出題例【 Part B 】概要把握問題

本文と質問を読んで、答えとなる考えや情報を素早く探し、最も適当なものを【Ａ】～【Ｄ】の中から
１つ選びなさい。

Why does the food on oV look so good? ohe

people who try to sell us food on oV use many

“tricks” to dress up food. ohey are called “food

stylists”. For example, car oil is used to make

meat shine, and often the “food” is not even

real. Food stylists make food look more

delicious, but it’s usually not safe to eat.

【Ａ】Food stylists.

【Ｂ】A good dinner.

【Ｃ】How to cook.

【Ｄ】Wearing a dress.

これは何についての記事ですか？

出題例【 Part B 】情報検索問題

1. What time does the museum tour

start  on Saturdays?

【Ａ】10:00 am.

【Ｂ】11:00 am.

【Ｃ】1:00 am.

【Ｄ】2:00 am.

2. How much is the tour to Sandy Beach

and lunch for one  person?

【Ａ】＄5.

【Ｂ】＄10.

【Ｃ】＄15.

【Ｄ】＄20.

ベネッセコーポレーション GTECサンプル問題より
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【倉敷市立真備中学校の取組】 県内における事例紹介③
読み取りの指導生徒に初見の文を読ませる際、ペアワークなど

で二人で読み進め、概要把握した内容を確認し合
う活動を取り入れています。また、グループごとに異なる素材を与え、グループ内で
概要の把握・確認を行った上で、別のグループの生徒とペアを組み、相手に話の概要
を簡潔に伝える活動も効果的です。このような活動は、内容を大まかに捉えるトレー
ニングになりますし、生徒の初見の文への抵抗感を減らすことにもつながっています。

【総社市立昭和中学校の取組】
※ 習熟度別に分けたプリントを作成し、生徒が

コースを選択して音読に取り組む。
※ 教科書の本文を語句ごとに区切り、それぞれの語句の意味を表す日本語を英文法

に合わせて示している。
※ 本文の和訳の確認も行っている。

生徒は英語の語句を
見ながら音読できるよ
うになっている。

その際、日本語でも
意味の確認をしながら
読み進めることができ
る。

英語が記載されてい
ないため、生徒は日本
語の意味を手掛かりに、
読み進めていく。

【上段︓Ｂコース】

【下段︓Ａコース】

県内における事例紹介④
音読の指導

☆ 英文読解においては、英文を意味のまとまりとして捉えたり、返り読みをせず前か
ら理解しながら読むスキルを身に付けさせたりすることを重視しており、意味のま
とまりを意識させ、教師の範読について音読する活動を取り入れています。
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④ Writing
Writingでは、自分の意見や考えをより分かりやすく伝えるために、まと

まった文章を書いたり、理由付けをしたりする力が求められます。
最終的には音声言語以上に「正確さ」が求められる技能ですが、まずは

「書く」ことに慣れる活動をしっかり取り入れましょう。

Point １：書くことに慣れさせましょう！

GTECでは、無解答率が高く、書くことに慣れていない生徒が多いと考
えられます。まずは文法の誤りやつづりの間違いにとらわれすぎず、伝え
たいことを知っている語句を使用して表現する活動を取り入れ、書くこと
に慣れさせましょう。書くことに慣れるまでは、語群を示すなど、表現の
ヒントを示すことも大切です。

段階的に自分の考えや気持ち等を整理し、簡単な語句や文を用いて、ま
とまりのある文章を書く活動や、限られた時間の中で考え、書く作業を行
う練習も取り入れましょう。３文日記などを取り入れて書かせることも効
果的です。

Point ２ : 条件を付けた英作文に取り組ませましょう！

これまでの学力調査で、国語において、指定された長さで書くことや、
理由を添えて書くことなど、条件付きの作文を書くことに課題があること
が分かっていましたが、GTECにおいても同様の傾向が見られました。条
件を付けた英作文に取り組ませるとともに、国語など他教科の教員と連携
して「書くこと」を意識した言語活動の充実に取り組み、課題に対応する
ことが大切です。

Point ３：技能を統合した授業を行いましょう！

聞いたり読んだりしたことについて自分の考えを書いたり、話す活動に
おいて発話したことを書いてまとめたりする活動を行うことが必要です。
また、書いた英文を互いに読ませることで、読む活動につながります。

調査結果を
基にした

指導改善の
ポイント

例文を

参考に書く

教科書の本文や新出文型などを基に、まずは自分のことや身の回りのこと
について書くことに慣れさせましょう。

（例）ワークシートで、穴埋めから徐々に文が書けるように

伝えたい内容を正確な英語で書くことができる力を身に付けさせましょう。

→ P.15 （例）趣味「釣りについて」参照
短文で書く

まとまりの
ある文章を

書く

文と文の順序や相互の関連に気を付けさせたり、内容について推敲させた
りしながら、全体としてまとまりのある文章を書けるようにしましょう。

（例）「導入 - 本論 - 結論」や「主題 - 根拠や具体 - 主題の言い換えや
要約」など、文章構成の特徴を意識させる等

まずは文法の細かい間違いにとらわれすぎず、自分の伝えたいことを文にしてみること
から始め、最終的には、文を整える力（正確に書く力）を身に付けさせましょう。

趣味、部活動、メール文作成等、生徒にとって関心のある事柄や身近な題材を設定する
など、書きたくなる工夫をすることが大切です。

身に付けた語彙を活用して、表現させる
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５月に行ったチャレンジワークについて４文の英語で書きなさい。難しい単語
のつづりや、まだ習っていない単語の間違いは減点しません。正しい文につき２
点で採点します。４文以上書いても構いません。１行に１文とします。ただし同
じ動詞は１度しか使ってはいけません。 （１文２点。最高８点。）

玉野市立日比中学校の取組

※ 生徒の「書く」意欲の向上を図るため、
定期テストのWritingで、加点方式を採用している。

１学期中間考査問題

県内における事例紹介⑤
「書く」意欲を高める指導

（例）趣味 「釣りについて」

My hobby is fishing at the sea.  I go fishing with my friends on 
Sundays.  We can catch fish.  I cook them with my brother.

Sea.  Go fishing.  With my friend.  On Sunday.  I can catch fish.  
Cook fish. With my brother.

Fishing in the sea.  I go fishing with my friend on Sunday.
I can catch fish.  I cook fish with my brother.  I like fishing. 

I like fishing in the sea.  I go fishing with my friend on Sunday.
I can catch fish.  I cook fish with my brother. 

海、魚釣り、友達と一緒、毎週日曜日、釣った魚は兄と料理
sea、fishing、my friend、 Sunday、 cook、brother

何を書くのか
考えてメモ

単語や文法の
確認

内容の確認

まとまりの
ある文章に

単語や短文で
表現

・与えられたテーマに対して、自分の考えをできるだけたくさん書く。
・日常生活の中から、個人が経験したことを基に自分の意見と理由を書く。
・イラストは、具体例を書くための参考であり、イラストの内容を描写しても、

自分の経験を書いても良い。

☆ 自由記述（フリーライティング）形式で１問が出題される。

GTEC における Writing の問題【18分】

ベネッセコーポレーション GTECサンプル問題より出題例
あなたは授業中に英語でエッセーを提
出することになりました。

あなたの宝物は何ですか。１つ取り上
げて、なぜそう思うのか理由を書きな
さい。

エッセーのテーマ

〈参考〉
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【 成果（教師） 】
☆ １単元を通して、生徒が何ができるようになるかを考えることで、実生活での使用場

面を考えて指導計画を立てることができるようになりました。
☆ 生徒の評価を、指導改善に生かしやすくなり、４技能のバランスを意識した指導につ

ながっています。
☆ １時間の到達目標を明確にすることで、教師自身、授業構成の工夫がしやすくなりま

した。
【 成果（生徒） 】

☆ 学習内容を実際の言語使用場面でどう生かせるのかという意識を持たせることで、コ
ミュニケーション活動に、より意欲的に取り組めるようになってきました。

☆ 英語を使えるようになるには、４技能全てを伸ばしていくことが必要だと、意識して
きています。

Ⅲ. ４技能をバランスよく育むための、
単元におけるCAN-DOリストの設定事例

【 新見市全５中学校での取組 】

【 新見市共通CAN-DOチェックシート 】

※ 新見市では、学年ごとに分担し、単元ごとのCAN-DOチェックシートを作成し、
それぞれの学校で活用。

単
元
末
の
自
己
評
価

１
時
間
ご
と
の
自
己
評
価

単元の到達
目標を示し、
１ 単 元 終 了
時 点 で 生 徒
は 自 己 評 価
を行う。

毎時間ごと
の 振 り 返 り
を 、 そ の 日
行 っ た 項 目
に つ い て 記
入する。

※ このシートは新見市立新見第一中学校で使用したもの。
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